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手話通訳者の健康管理

手話通訳者等の頸肩腕障害の基礎知識と予防対策

びわこリハビリテーション専門職大学
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手話通訳者の利用有無別
医療機関でのコミニュケーション状況
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手話通訳者と同行受診 n=83人



3

手話通訳者の健康問題の歴史（１）

1979年：札幌市嘱託手話通訳者公務災害申請
1988年7月：手話通訳者の頸肩腕障害患者を診察
1988年：滋賀県団体手話通訳者労災申請

産業衛生学会事例報告
1989年：第5回全通研討論集会滋賀事例報告

近畿地域専任手話通訳者健康調査
1990年：第１回全国専任手話通訳者健康調査

滋賀県事例労災認定
「いきいき手話通訳」出版

1991年：兵庫県事例労災認定
全通研夏の集会での頸肩腕障害検診開始
全日ろう連手話通訳者の健康問題取り組み開始
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手話通訳者事例の症状の経過（1）

1987年4月～県ろうあ協会専任手話通訳者として勤
務（82年から手話通訳者および事務職員として、県
庁、障害者団体、市役所などに勤務歴あり）
所長に同行しての通訳業務や、電話による事務連絡を
通訳することが多かった
5月～手話を使うと腕や肩のだるさをすぐに自覚
6月～コップを持つ手がふるえる
9月～「手話が下手になった」とろう者から指摘
11月～1988年1月 集会準備と報告作成の業務が加
わり、徹夜でワープロ業務・・・肩こりや頭痛が生じ
たり、しびれや痛みが終日続くことあり
3月～左側の頸部から上肢の苦痛により、受話器を
ヘッドフォンタイプに変更
4月～出勤前の化粧や髪の手入れが困難になり、髪型
をブラッシングやドライヤーの要らないものに変更
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手話通訳者事例の症状の経過（２）

1988年4月から職員が1名増えて事務作業が軽減されるも、5
月からは全国大会の準備で所長と同行する通訳作業が増える

6月中旬～仕事が終わっても腕や肩の痛みが持続、茶碗などを右
手だけて洗うようになる

7月～肩こりや腕の痛みが頸を締めつける感じになり、強い頭痛
や吐き気を伴う

通訳中、意識を集中できる時間がだんだん短くなる。

聞き取り通訳の時は、上肢・腰背部のしびれや痛みと極度の疲
労感で手を動かすのに大きな努力がいるようになる

読み取り通訳では、手足は冷や汗でびっしょりとなり、震えや
激しい動悸、頸肩部から上肢へ、痛みに近いしびれが生じる

7月28日の講演会で、読み取り通訳を終えた後、極度の疲労と
上記症状のため動けなくなった⇒2日間休養したが、症状改善な
く、極度の疲労感、頸肩腕部の痛みとしびれ、手指のふるえで
手腕が思い通りに動かせない⇒8月9日に受診
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手話通訳者の健康問題の歴史（２）
1992年6月：静岡市が手話通訳の頸肩腕障害検診実施
1992年：手話通訳者頸腕患者全国交流集会開始
「手話通訳者けいわん患者･健康を守る会」設立

1993年9月：静岡県手話通訳者健康管理講習会事業開始
1993年：「ハ－トtoハート」出版
静岡、京都で登録者を含む手話通訳者検診開始
1994年：「みんなでめざそうよりよい手話通訳」出版
1995年：第２回全国専任手話通訳者健康調査
労働省「頸肩腕症候群対策」研究会報告で手話通訳者
を危険職種とする
1997年：改正労災認定基準で手話通訳者を例示
1998年：厚生省「障害者の明るい暮らし」促進事業に
関連して、手話通訳者への健康配慮と、安全教育指示

2000年：第３回全国専任手話通訳者健康調査

2000年：｢手話通訳者の健康管理マニュアル｣出版
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手話通訳者の健康問題の歴史（３）
2003年：第１回登録手話通訳者健康調査

｢ヒューマン手話通訳の発見｣出版

2005年：第４回全国専任手話通訳者健康調査

2006年：｢からだをほぐしていきいき仕事」ストレッチDVD出版

2007年：第２回登録手話通訳者健康調査

2010年：第５回全国専任手話通訳者健康調査

2013年：障害者総合支援法・地域生活支援事業に関連して、意思疎通者
支援者の健康管理(頸肩腕障害、メンタルヘルス)指示

2015年：第６回全国専任手話通訳者健康調査

2016年：障害者差別解消法施行（公的機関等、合理的配慮義務）

2019年：「手話通訳者けいわん患者･健康を守る会」解散

2020年：第７回全国専任手話通訳者健康調査実施（厚労省補助事業）

2021年：改正障害者差別解消法成立（民間機関にも、合理的配慮義務）

2021年：電話リレーサービス制度運用開始
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手話通訳者の職業病～頸肩腕障害

頸肩腕障害とは

 腕や指を繰り返し使う仕事や、腕や頸を一定に保
つ姿勢で行う仕事についている人たちに発生する
職業病

仕事に関る心身の過剰な負担が原因で生じる

 なりやすい職種（手話通訳者以外）
 パソコンの操作をする人、福祉施設職員、介護職、盲ろう通訳介助員、保育
士、養護学校教員、看護師、理美容師、調理員、組み立て作業従事者など

注意！「手話通訳をしていれば必ず頸肩腕障害が
発生する」ということではありません



11

手話の構成

手指の動きと形

腕の動きと位置

口の動き

表情
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手話動作で筋肉が疲労する要因

言葉の速さに合わせて手話動作を続ける

相手に見やすい位置・姿勢を維持する

話の長さが相手任せ

無理な姿勢

腰のひねり、台上、

受話器を肩に挟む・・など

寒冷環境下での通訳
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動作を生み出す筋肉の働き

筋肉

脳

酸素
栄養 老廃物

パワー
ものを持つ
腕を支える
姿勢の維持
腰の曲げ、ひねり

筋肉が仕事をするためには血液が必要
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通訳による、心（頭・神経）への負担

音声から手話へ、手話から音声への同時通訳
による負担

他人のコミュニケーションを代行する精神的
負担

手話技術の未熟さ

手話通訳者への社会的理解の未熟さ

聴覚障害者との相互理解の未熟さ

障害者の苦しみを知り受け止める負担

障害者の苦しみを知るだけで、解決できないもど
かしさ
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読み取り通訳、聞き取り通訳時の
体の使い方

目 視覚情報処理 音声語変換 音声語表現

手話動作耳 音声語情報処理 手話変換

感
覚
器

指 手腕
表情
口のど

（筋･声帯）

頭（脳･中枢神経）

読み取り
通訳

聞き取り
通訳

主に使う
身体機能
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心（頭・神経）の負担が原因で
生じる症状

イライラ感

感情のもつれ、仲間割れ

不眠

気持ちのふさぎ込み、うつ症状

ものわすれ

感情のコントロールが利きにくくなる
など
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手話通訳者の特異的な自覚症状

「健聴者と会話していても手が動きそ
うになる」(54%)

「人の話を聞いていると頸肩腕部が痛
くなる」(16%)

専任手話通訳者2000年度調査より
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音声に反応して筋緊張が高まる手話通訳者例
(重症例で観察）

（西山勝夫,垰田和史, 渡部眞也 : 手話通訳者の作業時の動作学
筋電図．産業医学, 34 : 184-185, 1992）
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肩や腕のだるさ
全身の疲れ

寝れば回復する

正常

肩や腕のだるさ
肩や頸のコリ
すぐに疲れる

寝たり休めば
まあ回復する

軽度異常

いつも肩や頸のコリ
時々肩や頸の痛み
疲れている
イライラしやすい
物忘れしやすい

数日間の休み
ではなかなか
回復しない

異常

いつも肩や頸が痛い
腕を挙げているとつらい
ものが握りにくい
手が震える
いやな夢を見る
腕や肩が痛くて眠れない
イライラする
気力がない
ものが考えられない
感情のコントロールがつかない

仕事を休んで

治療が必要

要治療

頸肩腕障害の症状経過と対応
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手話通訳者に頸肩腕障害が多発した理由

聴覚障害者の社会参加に対して、手話通訳制度が未整
備・・手話通訳者に過重な負担

手話通訳に伴う心身の負担が未解明

身体や心にとって過酷な負担

手話通訳のルールが未整備

交代通訳、通訳利用者のマナー、電話通訳

手話通訳者の健康管理責任が不明

雇用主の安全配慮義務、登録通訳者は誰が？
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いつも
いつも+
時々

いつも
いつも＋

時々
左 35.7% 77.5% 19.4% 75.3%
右 36.0% 79.2% 21.9% 82.8%
左 12.8% 41.8% 7.3% 36.3%
右 14.3% 44.9% 9.5% 40.0%
左 26.8% 70.3% 13.1% 58.1%
右 27.5% 70.7% 14.2% 60.9%
左 9.5% 35.0% 4.3% 26.0%
右 11.4% 35.9% 5.2% 27.5%
左 8.2% 38.0% 4.7% 46.2%
右 8.9% 38.9% 4.3% 40.2%
左 4.1% 26.9% 4.3% 28.6%
右 4.8% 28.1% 6.9% 40.4%
左 6.1% 36.2% 6.5% 46.9%
右 8.4% 42.8% 7.7% 55.3%
左 4.3% 21.1% 3.0% 19.1%
右 7.1% 29.3% 4.9% 26.9%
左 2.9% 16.2% 4.1% 19.1%
右 2.9% 18.3% 4.1% 23.0%
左 2.8% 18.2% 2.4% 26.7%
右 4.3% 22.4% 4.5% 31.8%
左 4.1% 15.6% 1.9% 13.1%
右 4.9% 18.9% 2.8% 17.4%
左 2.6% 16.8% 3.0% 18.9%
右 2.5% 19.9% 3.7% 25.2%
左 1.7% 8.7% 1.3% 14.4%
右 1.7% 10.9% 1.9% 19.6%
左 6.9% 26.1% 2.2% 22.2%
右 7.2% 27.6% 2.2% 23.9%
左 3.8% 22.9% 1.5% 22.6%
右 3.9% 25.0% 2.6% 26.2%
左 8.9% 50.0% 4.7% 46.2%
右 9.5% 49.7% 4.9% 41.5%
左 10.0% 49.1% 6.9% 39.8%
右 11.3% 51.1% 6.9% 40.4%

だるい

いたい

しびれる

いたい

腕

こる、だるい

こる、だるい

いたい

だるい

だるい

いたい

しびれる

ふるえる

ひえる

動きがわるい

だるい

痛い

表1　身体部位別自覚症状

肩

頸

背

専任手話通訳者女性
( n = 465)

通訳・介助員
（n = 575)

いたい

手
・
指

腰

盲ろう通訳介助員調査結果１

対象者は、各都道府県にある通訳
・介助員派遣事業所に登録してい
る通訳・介助員で、およそ月1回
以上の派遣実績のある者とした。
最終的に、全国で940名の通訳
・介助員を対象に調査。

（2012年実施）

表2　通訳・介助活動の頻度と時間

平均 SD 平均 SD 平均 SD
平均的な月 3.1 2.7 2.9 2.8 4.0 3.5
多い月 5.4 3.6 4.7 4.1

平均 SD 平均 SD 平均 SD
平均的な月 3.3 1.7 3.2 1.8 3.2 1.6
長いとき 6.3 2.4 6.3 3.1

公費派遣 個人派遣 合計

平均

派遣頻度（回/月）

公費派遣 個人派遣
派遣1回あたりの時間（時間/回）
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図2　通訳方法別年齢調整痛み訴え率（いつも+時々）
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背
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触手話

接近手話
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音声通訳

指点字

触手話 47.7%
接近手話 15.5%
指文字 2.2%
手書き文字 6.5%
要約筆記 1.6%
パソコン 1.4%
音声通訳 19.3%
指点字 4.1%
ブリスタ 0.5%
その他 1.1%

表4　最も多く使う通訳方法
( n = 575 )

手書き文字による通訳場面 ブリスタによる通訳場面触手話による通訳場面
指点字による通訳場面

盲ろう通訳介助員調査結果3
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低頻度群 月2回以下
中頻度群 月2回を越え、4回以下
高頻度群 月4回を越えた

いつもある 時々ある めったにない
低頻度 7.6% 24.1% 68.3%
中頻度 7.5% 27.4% 65.0%
高頻度 16.8% 35.1% 48.1%

p = 0.001

いつもある 時々ある めったにない
低頻度 6.7% 19.8% 73.5%
中頻度 4.9% 22.6% 72.5%
高頻度 15.9% 32.3% 51.8%

p < 0.001

いつもある 時々ある めったにない
低頻度 1.9% 19.2% 78.9%
中頻度 3.5% 17.2% 79.2%
高頻度 5.6% 32.5% 61.9%

p = 0.003

いつもある 時々ある めったにない
低頻度 1.2% 12.6% 86.2%
中頻度 4.0% 16.5% 79.5%
高頻度 5.5% 19.4% 75.1%

p = 0.053

いつもある 時々ある めったにない
低頻度 3.3% 7.4% 89.3%
中頻度 3.4% 8.2% 88.4%
高頻度 4.7% 15.0% 80.3%

表3-c　通訳頻度と年齢調整背の痛み訴え率

表3-d　通訳頻度と年齢調整腕の痛み訴え率

表3-e　通訳頻度と年齢調整手指の痛み訴え率

表3-a　通訳頻度と年齢調整肩の痛み訴え率

表3-b　通訳頻度と年齢調整首の痛み訴え率

図1　派遣頻度別痛み訴え率（いつも+時々の訴え率）
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盲ろう通訳介助員調査結果２
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予防対策
5年ごとの全国調査を通じて点検

「よりパン」が予防対策の基本

① 「働き方」のルール
過重な働き方を防ぐ
○長時間通訳から交替通訳
○電話通訳時のイヤフォン、ヘッドホン利用

手話通訳者の新しい働き方の点検
② 健康管理

頸肩腕障害検診
ストレッチ体操

③ 学習
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はじめに 「よりパン」に学ぶ
手話通訳は、ろう者、健聴者，
手話通訳者の共同活動

手話通訳は、生身の身体を持つ人間が、
ろうあ者「聞く権利・話す権利」を
サポートする活動

手話通訳活動を、障害者を世話し、
世話される関係にとどめることなく

手話通訳に関する制度的な保障は各地域
でバラツキが大きく、各地で手話通訳者
の健康破壊が進んでいる

28

「よりパン」に学ぶ

聴覚障害者

手話通訳者

健康や生活
を支える

コミュニケーシ
ョンを支える
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「よりパン」に学ぶ

30

「よりパン」に学ぶ
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2020年調査で明らかになったことは

32

調査年別の「雇用された」手話通訳者数の変化

手話通訳者は増加しているが､必要数に達しているのか

全国調査より・・
手話通訳者は増えている？

1990年 1995年 2000年 2005年 2010年 2015年 2020年
男性 77 85 90 77 89 62 81
女性 465 718 895 1,137 1,324 1,200 1,455
合計 542 803 985 1,214 1,413 1,262 1,537

598 844 1,147 1,376 1,535 1,803 1,989
90.6 95.1 85.9 88.2 92.1 70.0 77.3

- 246 303 229 159 268 186
- 41 36 20 12 17 10

対象者数（人）
回収率（%）

有効回答者数
（人）

対象者増加率（%）
対象者増加人数（人）
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高年齢化する手話通訳者
【女性】 【男性】

2020年調査
平均年齢54.4歳

1.1 

4.0 

23.5 

39.3 

31.1 

0 10 20 30 40 50 60

＜30歳

30代

40代

50代

≧60歳

%

2020年

n=1,455

2015年

n=1,200

2010年

n=1,324

2005年

n=1,137

2000年

n=895

1995年

n=718

1990年

n=465

1.2 

19.8 

24.7 

21.0 

33.3 

0 10 20 30 40 50 60

＜30歳

30代

40代

50代

≧60歳

%

2020年

n=81

2015年

n=62

2010年

n=89

2005年

n=77

2000年

n=90

1995年

n=85

1990年

n=77

平均年齢（歳）

1990年 1995年 2000年 2005年 2010年 2015年 2020年

全体 37 42 45 47 50 52 54

女性 - 43 45 47 50 52 55

男性 - 42 43 44 45 50 51

*1990年は男女別平均年齢のデータなし

2020年調査結果より
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頸・肩・腕部の痛み訴え率の経年変化（男女別）
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腕の痛み訴え率は改善傾向。肩・頸は､事務作業・パソコン作業の負担か？
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危険自覚症状者率の推移
（頸・肩・腕・手指部のどこかに、「いつも」、「痛み」や「しびれ」や「ふるえ」や「動きのわるさ」がある者の率）
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働き方の変化
（公共職業安定所に雇用される者を除いた、福祉・医療・教育の分

野で働く手話通訳者について）

手話通訳件数が月30件以上
 1995年 23.6%

 2010年 21.5%

 2020年 13.4%

同一職場での手話通訳担当者が1
名
 1995年 49.9%

 2010年 30.0%

 2020年 28.2%

36
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電話リレー業務従事者の頸肩腕背の痛み訴え率

【女性】

【男性】
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40

机、邪魔になっていませんか？
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① 肘置きが通訳動作に邪魔にならないこと。

② 机で手話動作がカメラに写りにくくなるよう
なら、机から離れて椅子に座る

③ テレビ通訳は15分交替。30分を超える通訳
役は危険。20分を目処に。

④ 連続して担当すべきでない。担当した時間の
3倍は、休憩時間を確保すべきでは。

⑤ この分野の調査研究が必要。

リレー通訳時の注意事項
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健康を守る取り組みの実施状況

年度 1995* 2000* 2005 2010 2015 2020

人数 803 985 1,214 1,413 1,262 1,537

　あり [58.3] [53.4] 45.4 39.5 40.0 31.9

　なし [31.9] [35.1] 42.4 54.8 56.1 61.9

　学習会は行われていない [9.1] [11.1] 12.0 5.3 3.5 6.0

*1995年と2000年は「各地域において頸肩腕障害についての学習会に参加したことがありますか？」

に対する回答。2005年以降とは質問の仕方が若干異なる。

年度 1995 2000 2005 2010 2015 2020

人数 803 985 1,214 1,413 1,262 1,537

　ほぼ毎日している 8.5 8.7 12.4 15.1 17.0 19.3

　ときどきしている 54.7 59.4 61.2 60.4 62.7 63.6
　まったくしていない 31.5 29.3 25.6 23.3 19.7 16.5

　やり方がわからない 4.7 2.0 0.6 0.6 0.5 0.5

年度 1995 2000 2005 2010 2015 2020

人数 803 985 1,214 1,413 1,262 1,537

　ない ― 56.6 50.4 41.4 41.2 34.1

　あるが受けていない ― 2.7 3.5 6.1 4.6 7.8

　ある・受診している ― 35.3 44.6 51.0 53.1 56.2

　検診結果が業務に反映 ― 8.8 25.1 28.7 28.0 33.6

（検診ありの回答数に対する割合） ― (23.2) (52.3) (50.2) (48.5) (52.5)

*1995年度調査「職場で頸肩腕障害検診あり」：30.3％

【学習会参加状況（％）】

【ストレッチ体操実施状況（％）】

【事業所による頸肩腕障害特殊検診実施・受診状況（％）】

2020年調査結果より
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雇用形態別にみた健康を守る取り組みの実施状況

学習会 定期健診

雇用形態 人
過去1年
に参加

時々
する

毎日
する

検診
業務に
反映

あり

常勤 % % % % % %

自治体・正規 88 30.7 68.2 13.6 81.8 38.6 100.0

自治体・非正規 383 35.5 64.2 17.2 59.8 30.3 96.1

団体・正規 171 35.7 65.5 18.1 87.1 55.0 97.1

団体・非正規 95 34.7 63.2 21.1 82.1 46.3 95.8

非常勤 % % % % % %

自治体・非正規 406 25.9 64.3 17.0 58.4 28.6 57.9

団体・非正規 129 36.4 59.7 27.9 79.8 44.2 56.6

手話協力員 188 30.9 64.4 23.9 34.6 18.1 10.1

頸肩腕障害特殊検診ストレッチ体操

2020年調査結果より
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電話通訳におけるヘッドフォン・イヤフォン等
の使用状況（％）

2015年 2020年

n=1,262 n=1,537

　いつも交替している 38.5 38.7

　交替しないことがある 51 50.2

　交替していない 9 9.6

【交替しない理由】（複数回答可） n=758 n=919

　通訳の内容により、一人で通訳せざるを得なかった 66.8 63.7

　自分以外に通訳者がいなかった*2 66.1 66.7

　聴覚障害者から一人で通訳してほしいと頼まれた 5.1 3.6

　先輩の通訳者から交替しないほうがいい（すべきではない）と教えられた 0 0.2

　交替すると、話が途切れて通訳しにくい 2.1 3.6

交替していない、及び
交替しないことがある者

2015年 2020年

n=1,262 n=1,537

使用している　　 15.8 23.7

ヘッドフォン・イヤフォン等はあるが使用していない 5.9 7.3

ヘッドフォン・イヤフォン等がないので使用していない 62.6 50.9

電話通訳の経験はない 14.4 16.5

長時間の手話通訳における交替の有無
および交替しない理由（％）

2020年調査結果より
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学習の継続

知らなければ行動できない

46
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この５つについては
毎年（随時）チェックしよう！

業務や活動における過度な負担をなくし、休
憩や休息を適切にとれているか

体や心に不適切な負担を生じないよう、働く
環境を整備しているか

日ごろからストレッチ体操や体力作りに取り
組んでいるか

手話通訳者、要約筆記者、盲ろう通訳・介護
者の活動にかかわる心身の負担や健康管理方
法について繰り返し学習しているか

検診によって健康状態を把握し、健康状態に
応じた働き方や活動を心がけているか


